
英語学概論(第9講）
音の組み合わせとアクセント



この講で学ぶこと

 音の同化とは何か

 音の脱落とは何か



同化

 assimilation 二語に見られる現象であり、前の単語の最後の音と次の単語の
最初の音が同化してしまうこと。

 例↓

 有声→無声（有声音よりも無声音の方が負担が少ない）

 have to       f 次の語がtという無声音であるために、無声音化する。

 ハブトウ→ハフトウ と言うような音になる。

 of course

 オブコース→オフコースとなる。



in →im （同化の一種）

 下の日本語をローマ字表記にするとどうなるか。

 朝日新聞 Asahi Simbun

 天ぷら Tempura

 日本橋 Nihombashi

 インという発音がイムという発音になる。

 隣り合う音を続けて発音するときは、できるだけ似せて、楽に発音しようとす
ることである。



その事例

 Shimbun

 Tempura

 Nihombashi





しんぶん→しむぶん



mがnの音になる。同化の一種の例

 umpire              un + pire

 umbrella

 immediately      in + mediately

 import               in  +  port

 important          in  +  portant

 impossible         in   +  possible

 次に来る音がf, s  などの場合は、次に来る音の邪魔にならない。

 inflation

 influenza

 instant



脱落 elision

 連続する子音の一つが発音されない。これが脱落である。

 part-time    can not     this side

 good morning     the sixth month

 should have    bread and butter

 twenty

 日本語では子音の連続はないので、脱落は少ない。日本語では、子音＋母音な
ので、それぞれがはっきりと発音される。



強勢（ストレス、アクセント）の意義

 強勢があることで意味が変わる。あるいは、似た発音が間違わなくする。強勢
があるかないかは非常に重要なことである。

 thirty    thirteen （赤字は強勢のある部分）

 moral    モラル morale 士気



名前動後（強勢の位置）

 基本語（２音節）では、動詞と名詞の両方で使われることがある。

 同じ語でも強勢の位置で品詞が異なる。

 次の語の強勢の位置を辞書で調べてみよう。

 conduct   conflict   export   import   record

 protest  contrast   survey   project 

 ２音節でよく使われる語にその傾向がある。その例外がよく試験で出る。
control report





日本語のアクセント

 日本語は高低アクセントであり、英語とは異なる。

 英語では強勢のつく音節が同じ間隔で並び、リズム感が生じる。

 日本語では、高低アクセントであり、各音節はすべて同じ間隔で並ぶので英語
のようなリズム感は生じない。



複合語

 複合語とは、2つ以上の単語が密接につながって、1つの語のようになり新しい
語として、まとまった語を複合語と呼ぶ。アクセントは前の方にある。

 airport

 honeymoon

 grandfather

 secondhand

 apple pie



二つ以上の語は一緒になったときは、句
と呼ぶ。

 句アクセント（句とは単語をそのままの意味）

 複合語アクセント（新しい意味が生まれている）

 そのままの意味か、新しい意味かはアクセントの位置で定める。

 black bird             blackbird  （ツグミという鳥）

 black board          blackboard

 blue print blueprint

 grand father         grandfather

 heavy weight        heavyweight（ヘビーウエイト級）

 white house White House （大統領官邸）



課題

 句アクセントと複合語アクセントの違いについて、例となる語を示しながら、
説明せよ。

 同化と脱落とは何か、例を示しながら、説明をせよ。


